
 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「10分でできる不祥事予防研修」 

校内倫理委員会や職員会議のはじめ等にご活用ください。 

No体罰！上手に伝える。冷静に対応する。 
あらためて、みんなで確認してみましょう

（Ｈ２５ 山形県教育委員会 作成） 

 

どのような時でも、「まだまだ未熟な自分が、未来の宝である子ど

もたちを教育している」という自覚を持ち、絶えず自分の行為を振り

返りながら指導に当たることが大切です。 

誰もが多くの欠点や心の弱さを持っておりますが、私たち一人一

人が、子どもの手本となる「師表たる教員」をめざす努力をし、学校

が一丸となって信頼される学校教育を進めていきましょう。     
体罰等の根絶と児童生徒理解に基づく指導のガイドライン 巻頭言より 

かけがえのないあなただから 
Ｅ－ＮＥＷＳ別添（８月） 村山教育事務所 

まずはみんなで 

トーキングタイム！ 
 

（１）例えば…こんなときどうする？ 
  起こりうる不適切な行為（体罰）は？ 考えられる適切な指導は？ 

①夏休み明け、A さん（児童生徒）の服装や様子に違和感が…（例えば

化粧、マニキュア、ガムを噛んでいる）どのように声をかけますか？ 

 

 
②Aさんに声を掛けたら「うるせーなぁ。文句ある？チッ（舌打ち）」 

   と言われました。正直いって怒りがこみ上げました。どう答えますか？ 

 

 

③Aさんが心配で、教室までついていったら、「ついてくんなよ！」と言

ってキックしようとしてきました。そして近くにあったバケツを窓ガラ

スに投げようとしています。どうしますか？ 

 

 

（２）最近、自分の中で「イラっ」ときたエピソードについて。

その時の様子と対処について。 
・どんなことに「イラっ」ときましたか？ 

・その時にどんな対応をしましたか？ 

    

 

それに対して、みんなで 

・他に対処方法（考え方）があると考えられますか？ 

 

語り合うことで自分の行動を振り

返ると共に、仲間の考え方、対応法

を今後の参考にしましょう！ 

大事なのは、お互いに否定せず 

「なるほど。わかる～」等と 

みんなで受容・共感し合いなが

ら気楽にアイディアを出し合

いましょう。 

場面に応じた事例や

資料を活用して 

スキルアップ！ 

こんな時どうする？ 

まずは、体罰防止の正しい知識と基本的な考え方につ

いて確認しましょう。 

PC、タブレット、スマートフォン等で

QR コードを読み取る（PDF ファイル） 


